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(57)【要約】
【課題】国際電話における発信者情報の通知が可能な通
信装置および通信方法を提供する。
【解決手段】通信装置の一例である携帯電話機１００は
、操作入力を受け付ける操作部１６と、携帯電話機１０
０の所在位置を示す情報を記憶する記憶部１３と、操作
部１６が音声電話発信を指示したとき、上記の情報に基
づき、所定のメッセージを付加して音声電話発信を行う
よう制御する制御部１７と、を有する構成としている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作入力を受け付ける操作部と、
　当該通信装置の所在位置を示す情報を記憶する記憶部と、
　前記操作部が音声電話発信を指示したとき、前記情報に基づき、所定のメッセージを付
加して音声電話発信を行うよう制御する制御部と、
　を有する通信装置。
【請求項２】
　操作入力を受け付ける操作部と、
　発信先の通信装置の所在位置を示す情報を記憶する記憶部と、
　前記操作部が音声電話発信を指示したとき、前記情報に基づき、所定のメッセージを付
加して音声電話発信を行うよう制御する制御部と、
　を有する通信装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の通信装置であって、
　前記記憶部は、前記情報として電話番号を含む情報を記憶し、
　前記制御部は、前記電話番号の情報に基づいて、前記所定のメッセージを付加して音声
電話発信を行うか否かを判定する
　通信装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の通信装置であって、
　前記記憶部は、前記情報としてＭＭｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎを含む情報を記憶し、
　前記制御部は、前記ＭＭｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎの情報に基づいて、前記所定のメッセ
ージを付加して音声電話発信を行うか否かを判定する
　通信装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の通信装置であって、
　前記記憶部は、前記情報としてＧＰＳ情報を含む情報を記憶し、
　前記制御部は、前記ＧＰＳ情報に基づいて、前記所定のメッセージを付加して音声電話
発信を行うか否かを判定する
　通信装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の通信装置であって、
　前記所定のメッセージは、当該通信装置の電話番号または使用者名の情報を含む
　通信装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の通信装置であって、
　前記所定のメッセージは、前記操作部による操作入力に基づいて、前記制御部が作成し
たメッセージである
　通信装置。
【請求項８】
　請求項１に記載の通信装置であって、
　前記所定のメッセージは、当該通信装置の所在する緯度または経度に基づく国情報を含
む
　通信装置。
【請求項９】
　請求項１または２に記載の通信装置であって、更に、
　発信元の通信装置から前記発信元の通信装置の電話番号の情報を含むメッセージを付加
された音声電話着信を行う着信部を有し、
　前記記憶部は、前記発信元の通信装置の電話番号および使用者名の情報を関連付けて記
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憶し、
　前記制御部は、前記記憶部を参照し、前記メッセージに含まれる電話番号に対応する使
用者名に変換する
　通信装置。
【請求項１０】
　請求項１または２に記載の通信装置であって、更に、
　発信元の通信装置から前記発信元の通信装置が所在する国情報を含むメッセージを付加
された音声電話着信を行う着信部を有し、
　前記記憶部は、前記発信元の通信装置が所在する国情報に対応する地図情報を記憶し、
　前記制御部は、前記記憶部を参照し、前記メッセージに含まれる国情報に対応する地図
情報を表示部に表示させる
　通信装置。
【請求項１１】
　通信装置において、
　操作入力を受け付ける操作ステップと、
　前記操作ステップにおいて音声電話発信が指示されたとき、前記通信装置の所在位置を
示す情報に基づき、所定のメッセージを付加して音声電話発信を行うよう制御するステッ
プと、
　を有する通信方法。
【請求項１２】
　通信装置において、
　操作入力を受け付ける操作ステップと、
　前記操作ステップにおいて音声電話発信が指示されたとき、発信先の通信装置の所在位
置を示す情報に基づき、所定のメッセージを付加して音声電話発信を行うよう制御するス
テップと、
　を有する通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信装置および通信方法に関し、特に、国際電話における発信者情報の通知
機能を有する通信装置および通信方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　発信者番号通知は、着信側の電話機にて発信元の電話機の電話番号が表示されるサービ
スである。このサービスは、交換機にて受信された発信元の電話機の電話番号情報が着信
側の電話機へ送信され、着信側の電話機にて受信された情報を解析し、解析された電話番
号を表示することにより、発信元の電話機の電話番号の表示を実現している。図５（ａ）
は、着信側の電話機の表示画面に、発信元の電話番号とともに氏名を表示した例を示す。
【０００３】
　このように電話を発信する場合、初期状態では相手に対して自分の電話番号を伝えてし
まうことが多くあり、何らかの事情で電話番号を伝えたくない場合には、頭に「１８４」
をつけることによって、この通話については非通知設定として発信することもできる。
【０００４】
　一方、電話機や回線の設定により初期状態で相手に番号を通知しないこともできるが（
通常非通知）、その場合、何らかの事情で電話番号を伝えたい場合には、頭に「１８６」
をつけることによって、その通話については番号を通知することができる。
【０００５】
　従来の発信者番号通知を行う装置の一例として、装置の規模に関係なく、着信信号に同
期した発信者番号通知を行う構内交換システムが知られている（例えば、特許文献１参照
）。
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【０００６】
【特許文献１】特開２００７－１７４４９６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、海外からの着信や一般電話から各種転送サービスを経由した着信の場合
、特定の情報が欠落することがあり、発信者番号が通知されず、図５（ｂ）に示すように
、着信側の電話機の表示画面に「通知不可能」と表示されることがある。この場合、発信
者がわからず着信側は通話を開始してもよいかどうかを判別することができない。
【０００８】
　また、海外における通信回線では、日本の「１８４」や「１８６」の発信者情報の通知
有無を伝達するための情報に対応していない場合があり、その場合には発信者情報を通知
できず、着信端末へ発信者情報を通知できない。この場合、海外からの着信時は発信者番
号通知機能が動作しないで「通知不可能」と表示が出てしまうため、発信者が分からずい
たずら電話などと混同してしまう。
【０００９】
　本発明は、上記従来の事情に鑑みてなされたものであって、国際電話における発信者情
報の通知が可能な通信装置および通信方法を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明の第１の通信装置は、操作入力を受け付ける操作部
と、当該通信装置の所在位置を示す情報を記憶する記憶部と、前記操作部が音声電話発信
を指示したとき、前記情報に基づき、所定のメッセージを付加して音声電話発信を行うよ
う制御する制御部と、を有する構成としている。
【００１１】
　上記構成によれば、発信元である当該通信装置の情報に基づき、所定のメッセージを付
加して音声電話発信を行うので、発信元が日本国外であり、着信側までの通信回線におい
て発信者情報が欠落した場合にも、所定のメッセージとして発信元の情報を通知すること
ができ、国際電話における着信側の不安を解消することができる。
【００１２】
　また、本発明の第２の通信装置は、操作入力を受け付ける操作部と、発信先の通信装置
の所在位置を示す情報を記憶する記憶部と、前記操作部が音声電話発信を指示したとき、
前記情報に基づき、所定のメッセージを付加して音声電話発信を行うよう制御する制御部
と、を有する構成としている。
【００１３】
　上記構成によれば、着信側である発信先の通信装置の情報に基づき、所定のメッセージ
を付加して音声電話発信を行うので、着信側が日本国外であり、着信側までの通信回線に
おいて発信者情報が欠落した場合にも、所定のメッセージとして発信元の情報を通知する
ことができ、国際電話における着信側の不安を解消することができる。
【００１４】
　また、本発明の第３の通信装置は、前記記憶部が、前記情報として電話番号を含む情報
を記憶し、前記制御部が、前記電話番号の情報に基づいて、前記所定のメッセージを付加
して音声電話発信を行うか否かを判定する構成としている。
【００１５】
　上記構成によれば、発信元である当該通信装置の電話番号または着信側である発信先の
電話番号に基づいて国内／国外を判断し、国外である場合にのみ所定のメッセージを付加
して音声電話発信を行うので、国際電話における着信側の不安を解消することができる。
【００１６】
　また、本発明の第４の通信装置は、前記記憶部が、前記情報としてＭＭｉｎｆｏｒｍａ
ｔｉｏｎを含む情報を記憶し、前記制御部が、前記ＭＭｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎの情報に
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基づいて、前記所定のメッセージを付加して音声電話発信を行うか否かを判定する構成と
している。
【００１７】
　上記構成によれば、当該通信装置のＭＭＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎに基づいて国内／国外
を判断し、国外である場合にのみ所定のメッセージを付加して音声電話発信を行うので、
国際電話における着信側の不安を解消することができる。
【００１８】
　また、本発明の第５の通信装置は、前記記憶部が、前記情報としてＧＰＳ情報を含む情
報を記憶し、前記制御部が、前記ＧＰＳ情報に基づいて、前記所定のメッセージを付加し
て音声電話発信を行うか否かを判定する構成としている。
【００１９】
　上記構成によれば、当該通信装置のＧＰＳ情報に基づいて国内／国外を判断し、国外で
ある場合にのみ所定のメッセージを付加して音声電話発信を行うので、国際電話における
着信側の不安を解消することができる。
【００２０】
　また、本発明の第６の通信装置は、前記所定のメッセージが、当該通信装置の電話番号
または使用者名の情報を含む構成としている。
【００２１】
　上記構成によれば、着信側である発信先の通信装置の表示画面に、発信元である当該通
信装置の電話番号または名前を含む発信元の自局番号情報が表示されるので、国際電話に
おける着信側の不安を解消することができる。
【００２２】
　また、本発明の第７の通信装置は、前記所定のメッセージが、前記操作部による操作入
力に基づいて、前記制御部が作成したメッセージである構成としている。
【００２３】
　上記構成によれば、着信側である発信先の通信装置の表示画面に、発信元である当該通
信装置のユーザの意思により作成したメッセージが表示されるので、国際電話における着
信側の不安を解消することができる。
【００２４】
　また、本発明の第８の通信装置は、前記所定のメッセージが、当該通信装置の所在する
緯度または経度に基づく国情報を含む構成としている。
【００２５】
　上記構成によれば、着信側である発信先の通信装置の表示画面に、発信元である当該通
信装置の緯度または経度を含む国情報が表示されるので、国際電話における着信側の不安
を解消することができる。
【００２６】
　また、本発明の第９の通信装置は、発信元の通信装置から前記発信元の通信装置の電話
番号の情報を含むメッセージを付加された音声電話着信を行う着信部を有し、前記記憶部
が、前記発信元の通信装置の電話番号および使用者名の情報を関連付けて記憶し、前記制
御部が、前記記憶部を参照し、前記メッセージに含まれる電話番号に対応する使用者名に
変換する構成としている。
【００２７】
　上記構成によれば、電話帳を照合して着信した際のメッセージに記載された電話番号か
ら発信元の名前に変換して表示することができるので、国際電話における着信側の不安を
解消することができる。
【００２８】
　また、本発明の第１０の通信装置は、発信元の通信装置から前記発信元の通信装置が所
在する国情報を含むメッセージを付加された音声電話着信を行う着信部を有し、前記記憶
部が、前記発信元の通信装置が所在する国情報に対応する地図情報を記憶し、前記制御部
が、前記記憶部を参照し、前記メッセージに含まれる国情報に対応する地図情報を表示部
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に表示させる構成としている。
【００２９】
　上記構成によれば、着信した際のメッセージに国情報が含まれている場合に、発信元の
国情報に対応する地図情報を表示するので、国際電話における着信側の不安を解消するこ
とができる。
【００３０】
　また、本発明の第１の通信方法は、通信装置において、操作入力を受け付ける操作ステ
ップと、前記操作ステップにおいて音声電話発信が指示されたとき、前記通信装置の所在
位置を示す情報に基づき、所定のメッセージを付加して音声電話発信を行うよう制御する
ステップと、を有する方法としている。
【００３１】
　上記方法によれば、発信元である当該通信装置の情報に基づき、所定のメッセージを付
加して音声電話発信を行うので、発信元が日本国外であり、着信側までの通信回線におい
て発信者情報が欠落した場合にも、所定のメッセージとして発信元の情報を通知すること
ができ、国際電話における着信側の不安を解消することができる。
【００３２】
　また、本発明の第２の通信方法は、通信装置において、操作入力を受け付ける操作ステ
ップと、前記操作ステップにおいて音声電話発信が指示されたとき、発信先の通信装置の
所在位置を示す情報に基づき、所定のメッセージを付加して音声電話発信を行うよう制御
するステップと、を有する方法としている。
【００３３】
　上記構成によれば、着信側である発信先の通信装置の情報に基づき、所定のメッセージ
を付加して音声電話発信を行うので、着信側が日本国外であり、着信側までの通信回線に
おいて発信者情報が欠落した場合にも、所定のメッセージとして発信元の情報を通知する
ことができ、国際電話における着信側の不安を解消することができる。
【発明の効果】
【００３４】
　以上説明したように、本発明にかかる通信装置および通信方法によれば、発信元の情報
に基づき、所定のメッセージを付加して音声電話発信を行うので、発信元が日本国外であ
り、着信側までの通信回線において発信者情報が欠落した場合にも、所定のメッセージと
して発信元の情報を通知することができ、国際電話における着信側の不安を解消すること
ができる。
【００３５】
　また、着信側の情報に基づき、所定のメッセージを付加して音声電話発信を行うので、
着信側が日本国外であり、着信側までの通信回線において発信者情報が欠落した場合にも
、所定のメッセージとして発信元の情報を通知することができ、国際電話における着信側
の不安を解消することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３６】
　以下、本発明の実施形態にかかる通信装置および通信方法について、図面を参照しなが
ら説明する。
【００３７】
　本発明の実施形態にかかる通信装置は、携帯電話機や電話機能を有する情報通信端末（
ＰＤＡ）、情報処理装置（ＰＣ）などがあるが、ここでは携帯電話機を例に説明する。
【００３８】
　また、本発明の実施形態にかかる通信装置は、国内、国外のいずれに相手の通信装置が
あるかを判断するが、この判断を行う際には、相手の通信装置の電話番号、ＭＭｉｎｆｏ
ｒｍａｔｉｏｎ、ＧＰＳの情報などを基に行う。
【００３９】
　このＭＭｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎとは、移動体通信システムの標準規格である３ＧＰＰ
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（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）で規定さ
れた、携帯電話機がネットワーク上のサーバから受信する国際的な時間の情報である。例
えば、ＧＭＴ＋９である場合には日本の時間であることを示す。また、ＭＭｉｎｆｏｒｍ
ａｔｉｏｎは外部のサーバから定期的に取得される。一度ＭＭｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎが
取得され、記憶部に記憶されると、電源ＯＦＦとし、再度起動しても、記憶部のＭＭｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎは記憶されたままである。また、携帯電話機の所在位置が変更される
と、異なるＭＭｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎの情報が取得され、記憶部の情報が更新される。
【００４０】
　また、本発明の実施形態にかかる通信装置は、発信者情報を含むメッセージを作成する
が、このメッセージを作成するための機能の一例として文字情報セットアップ機能がある
。文字情報セットアップ機能の一例として、「着もじ（登録商標）」メッセージがある。
文字情報セットアップ機能によれば、従来のように通信回線において発信者情報が欠落し
た場合であっても、発信者情報を着信端末に所定のメッセージとして通知可能である。ま
た、文字情報セットアップ機能を用いたメッセージには、自局番号情報（自分の電話番号
や名前）、ユーザの指示により操作部が生成したメッセージ、国情報（緯度、経度情報な
ど）を含ませることが可能である。
【００４１】
　次に、本発明の実施形態にかかる携帯電話機により日本国外から発信する場合の概要に
ついて説明する。この場合、発信者側の携帯電話機が、ネットワーク網から受信する「Ｍ
ＭＩｎｆｏｍａｔｉｏｎ」情報等を用いて、在圏地区が日本国外であるか否かを判断する
。この処理は、後述する制御部１７によって実施される。
【００４２】
　そして、発信者側の携帯電話機が日本国外にあるという場合、その携帯電話機から音声
電話発信を行う際、あらかじめ登録したデータ（発信者情報）を文字情報セットアップ機
能を用いたメッセージに自動引用し、文字情報セットアップ機能を用いたメッセージ有り
の音声電話発信を行うことで、着信者側の携帯電話機に発信者情報を通知する。この処理
は、後述する制御部１７によって実施される。
【００４３】
　また、本発明の実施形態にかかる携帯電話機は、国際電話時に文字情報セットアップ機
能を用いた発信を行うかどうかの設定値を持ち、ユーザにてＯＮ／ＯＦＦできるものとす
る。この場合、発信者情報とは、番号情報（名前、電話番号など）やあらかじめユーザが
作成したメッセージや国情報などを指す。図５（ｃ）は、着信側の携帯電話機の画面に、
文字情報セットアップ機能を用いたメッセージとして名前および電話番号を表示させた例
を示す図である。この処理は、例えば後述する操作部１６による操作入力をもとに、制御
部１７によって実施される。また、表示は表示部２１によって実施される。
【００４４】
　また、着信者側は、発信者情報として電話番号が含まれる場合は、電話帳と照合を行い
、合致するデータがあれば、電話帳登録データの名前を表示することも出来る。この照合
処理は、後述する制御部１７によって実施され、表示部２１により表示処理が実施される
。
【００４５】
　また、着信者側は、発信者情報として発信元の国情報が含まれる場合は、国情報に対応
する地図情報を表示することもできる。この処理は、後述する記憶部１３によってあらか
じめ国情報に対応する地図情報を記憶しておき、制御部１７によって発信元の国情報を参
照することで対応する地図情報の表示が可能である。
【００４６】
　さらに、日本国外であることの判断はＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ
　Ｓｙｓｔｅｍ）による測位機能を用いて判断してもよい。この測位処理は、位置情報取
得部１５によって実施され、制御部１７により国外であるか否か判断される。
【００４７】
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　なお、文字情報セットアップ機能は、携帯電話の機能の一つで、電話を発信したとき相
手の端末の画面に文字メッセージを表示する機能である。電話の呼び出し中に相手の携帯
電話端末に１０文字までのメッセージを表示でき、用件や緊急性などを伝えるのに利用す
る。メッセージは着信履歴にも残るが、利用には発信側も着信側も対応した端末が必要で
ある。
【００４８】
　次に、本発明の実施形態に係る携帯電話機の構成の一例について説明する。図１は、本
発明の実施形態にかかる携帯電話機の基本的な構成要素を示したブロック図である。
【００４９】
　図１に示す携帯電話機１００は、アンテナ１１、無線部１２、記憶部１３、音部１４、
位置情報取得部１５、操作部１６、制御部１７、電源部１８、表示部２１、光部２２、振
動部２３を有して構成される。
【００５０】
　制御部１７は、記憶部１３内の各種のプログラムに応じてこの携帯電話機の全体動作を
制御する中央演算処理装置である。記憶部１３は、不揮発性メモリ（内部メモリ）であり
、例えば、フラッシュメモリなどによって構成され、プログラム領域とデータ領域とを有
し、このプログラム領域には、後述する図２～図４に示す動作手順に応じて本実施形態を
実現するためのプログラムが格納されている。
【００５１】
　記憶部１３は、例えばＤＲＡＭ（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍ
ｏｒｙ）、ＳＤＲＡＭ（Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　ＤＲＡＭ）などによって構成されるワ
ーク領域を有する内部メモリである。また、記憶部１３は、撮影画像データ、各種のデー
タ、プログラムを外部供給する着脱自在な可搬型メモリである記録メディアを接続するこ
とができ、この記録メディアは、例えばスマートメディア、ＩＣカードなどによって構成
することが可能である。
【００５２】
　また、記憶部１３は、携帯電話機１００の所在位置を示す情報（電話番号の情報、ＭＭ
ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ、ＧＰＳ情報等）を記憶可能である。ＭＭｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎやＧＰＳ情報は、ネットワーク経由で外部のサーバから取得され、記憶部１３に格納さ
れる。また、携帯電話機１００からの発信先である他の携帯電話機の所在位置を示す情報
（電話番号の情報等）を記憶可能である。
【００５３】
　無線部１２は、アンテナ１１に接続された送受信デュプレクサの受信側から信号を取り
込んで受信ベースバンド信号に復調したのちに、音声データを音部１４から出力させる。
また、無線部１２は、音部１４に含まれる音声マイクから入力された音声データを送信ベ
ースバンド信号に符号化したのちに、送受信デュプレクサの送信側に与え、アンテナ１１
から発信出力させる。
【００５４】
　一方、電子メール機能およびインターネット接続によって無線部１２を介して受信した
表示データは、ＬＣＤ（液晶表示器）などの表示部２１に与えられて表示出力される。表
示部２１は、文字情報、テレビ映像、各種のメッセージなどを高品位に表示するもので、
この表示部２１のほか、装置本体の背面部にサブ表示部が設けることが可能である。サブ
表示部には、例えば現在日時、簡易なメッセージ、アイコンなどを表示される。
【００５５】
　なお、無線部１２は、発信元の通信装置の情報を含むメッセージを付加された音声電話
着信を行う着信部としての機能を有する。
【００５６】
　操作部１６は、押しボタン式の各種のキーを備え、ダイヤル入力、文字入力、コマンド
入力などを行うもので、各キーは、表示部２１の画面上に配置したタッチキーであっても
よい。制御部１７は、操作部１６からのキー入力信号に応じた処理を実行する。制御部１
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７は、ＬＥＤ（発光ダイオード）を含む光部２２、振動モータを有する振動部２３に接続
され、電話およびメール着信時には着信報知を行うほか、警告アラームなどの報知時に駆
動してユーザに報知する。
【００５７】
　位置情報取得部１５は、位置取得用アンテナを備え、位置取得用アンテナを通して自装
置の現在位置情報を取得する。この現在位置情報は、ＧＰＳ機能によりＧＰＳ情報の取得
や、ＭＭｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎの取得等により取得可能である。
【００５８】
　電源部１８は、制御部１７を通して携帯電話装置１００の各部に電源を供給する。
【００５９】
　図２は、本発明の実施形態にかかる携帯電話機１００の動作の一例を説明するためのフ
ローチャートである。
【００６０】
　携帯電話機１００により発信する場合は、まず、電源ＯＮ状態において、操作部１６が
、ユーザの指示によるダイヤル発信操作を行う（ステップＳ１１）。
【００６１】
　続いて、制御部１７が、文字情報セットアップ機能を用いた番号通知機能がＯＮかどう
かを判断し（ステップＳ１２）、文字情報セットアップ機能を用いた番号通知機能がＯＮ
の場合（Ｙｅｓ）は、ＭＭｉｎｆｏｍａｔｉｏｎが受信済みかどうか判断する（ステップ
Ｓ１３）。そして、制御部１７が、ＭＭｉｎｆｏｍａｔｉｏｎが受信済みの場合（Ｙｅｓ
）は、ＭＭｉｎｆｏｍａｔｉｏｎをチェックする（ステップＳ１４）。この文字情報セッ
トアップ機能を用いた番号通知機能のＯＮ／ＯＦＦは、例えば操作部１６の指示により、
制御部１７が設定可能である。なお、ＭＭｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎは受信後に記憶部１３
に記憶されるため、これが記憶済みであるか否かをステップＳ１３で判断してもよい。
【００６２】
　続いて、制御部１７が、ＭＭｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎに含まれる情報の１つであるグリ
ニッジ標準時ＧＭＴ（Ｇｒｅｅｎｗｉｃｈ　Ｍｅａｎ　Ｔｉｍｅ）が「＋９」かどうか、
すなわち発信操作を行っている携帯電話機が日本国内に存在しているかどうか判断する（
ステップＳ１５）。なお、「＋９」は、日本標準時（ＪＳＴ）がグリニッジ標準時より９
時間早いことを示している。
【００６３】
　「ＧＭＴ＝＋９」すなわち発信操作を行っている携帯電話機が日本国内に存在している
場合（Ｙｅｓ）は、制御部１７が、文字情報セットアップ機能を用いたメッセージを付加
した発信を示す文字情報付加発信ではない通常発信を行う（ステップＳ１６）。また、ス
テップＳ１２において、文字情報セットアップ機能を用いた番号通知機能がＯＦＦの場合
（Ｎｏ）、およびステップＳ１３において、ＭＭｉｎｆｏｍａｔｉｏｎが受信済みでない
場合（Ｎｏ）も、文字情報付加発信ではない通常発信を行う（ステップＳ１６）。通常発
信の際には、文字情報セットアップ機能を用いたメッセージの付加はされず、無線部１２
によって通常の発信信号が送信される。
【００６４】
　一方、ステップＳ１５において「ＧＭＴ＝＋９」以外、すなわち発信操作を行っている
携帯電話機が日本国内に存在していない場合（Ｎｏ）は、制御部１７が、文字情報セット
アップ機能を用いたメッセージ設定処理を行い（ステップＳ１７）、文字情報付加発信を
行う（ステップＳ１８）。文字情報付加発信の際には、無線部１２によって通常の発信信
号とともに（発信信号を付加して）文字情報セットアップ機能を用いたメッセージが送信
される。つまり、所定のメッセージを付加して音声電話発信を行う。
【００６５】
　図３は、携帯電話機１００における文字情報セットアップ機能を用いたメッセージ設定
処理の一例を説明するためのフローチャートである。
【００６６】
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　この文字情報セットアップ機能を用いたメッセージ設定処理では、例えばユーザの指示
による操作部１６による選択により、制御部１７が、文字情報セットアップ機能を用いた
メッセージへ自局番号情報（例えば電話番号）をコピー（ステップＳ２１）するか、文字
情報セットアップ機能を用いたメッセージへ登録済メッセージをコピーする（ステップＳ
２２）。これにより文字情報セットアップ機能を用いたメッセージ設定が完了する。また
、他には、位置情報取得部１５により取得したＭＭｉｎｆｏｒｍｔａｉｏｎやＧＰＳ情報
に基づく国情報を文字情報セットアップ機能を用いたメッセージとして設定することも可
能である。
【００６７】
　図２および図３の処理を行う携帯電話機１００によれば、発信元のＭＭＩｎｆｏｍａｔ
ｉｏｎ等に基づき、文字メッセージを付加して音声電話発信を行うので、発信元が日本国
外であり、着信側までの通信回線において発信者情報が欠落した場合にも、文字メッセー
ジとして発信元の情報を通知することができ、国際電話における着信側の不安を解消する
ことができる。
【００６８】
　図４は、本発明の実施形態にかかる携帯電話機１００において、日本国内から日本国外
に発信する場合の動作の一例を説明するためのフローチャートである。
【００６９】
　携帯電話機１００により日本国内から日本国外に発信する場合は、まず、電源ＯＮ状態
において、ユーザの指示により操作部１６がダイヤル発信操作を行う（ステップＳ３１）
。この場合は国際ダイヤル番号、例えば国番号、相手の電話番号等を入力する。
【００７０】
　続いて、制御部１７が、文字情報セットアップ機能を用いた番号通知機能がＯＮまたは
ＯＦＦかを判断し（ステップＳ３２）、文字情報セットアップ機能を用いた番号通知機能
がＯＮの場合（Ｙｅｓ）には、入力された電話番号に国番号が付加されているかどうか判
断する（ステップＳ３３）。この文字情報セットアップ機能を用いた番号通知機能のＯＮ
／ＯＦＦは、例えば操作部１６の指示により、制御部１７が設定可能である。
【００７１】
　そして、入力された電話番号に国番号が付加されている場合（Ｙｅｓ）は、制御部１７
が、文字情報セットアップ機能を用いたメッセージ設定処理を行い（ステップＳ３５）、
文字情報付加発信を行う（ステップＳ３６）。なお、国番号が付加されている場合であっ
ても、日本の国番号が指定されている場合には、国番号が付加されていないものとみなし
てもよい。文字情報付加発信の際には、無線部１２によって通常の発信信号とともに（発
信信号を付加して）文字情報セットアップ機能を用いたメッセージが送信される。つまり
、所定のメッセージを付加して音声電話発信を行う。
【００７２】
　一方、ステップＳ３３において入力された電話番号に国番号が付加されていない場合（
Ｎｏ）は、制御部１７が、文字情報付加発信ではない通常発信を行う（ステップＳ３４）
。また、ステップＳ３２において、文字情報セットアップ機能を用いた番号通知機能がＯ
ＦＦの場合（Ｎｏ）も、制御部１７が、文字情報付加発信ではない通常発信を行う（ステ
ップＳ３４）。通常発信の際には、文字情報セットアップ機能を用いたメッセージの付加
はされず、無線部１２によって通常の発信信号が送信される。
【００７３】
　図４の処理を行う携帯電話機１００によれば、入力された電話番号に国番号が付加され
ている場合に、文字メッセージを付加して音声電話発信を行うので、着信側が日本国外で
あり、着信側までの通信回線において発信者情報が欠落した場合にも、文字メッセージと
して発信元の情報を通知することができ、国際電話における着信側の不安を解消すること
ができる。
【産業上の利用可能性】
【００７４】
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　本発明は、国際電話における発信者情報の通知が可能な通信装置等として利用可能であ
る。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】本発明の実施形態にかかる携帯電話機の基本的な構成要素の一例を示したブロッ
ク図
【図２】本発明の実施形態にかかる携帯電話機の動作の一例を説明するためのフローチャ
ート
【図３】本発明の実施形態にかかる携帯電話機における文字情報セットアップ機能を用い
たメッセージ設定処理の一例を説明するためのフローチャート
【図４】本発明の実施形態にかかる携帯電話機の別の動作の一例を説明するためのフロー
チャート
【図５】着信端末の携帯電話機の表示画面の表示例
【符号の説明】
【００７６】
１００　携帯無線機
１１　アンテナ
１２　無線部
１３　記憶部
１４　音部
１５　位置情報取得部
１６　操作部
１７　制御部
１８　電源部
２１　表示部
２２　光部
２３　振動部
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